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　３月17日、佐賀小学校では「卒業お祝い給食」が行われ、
６年生を含む全校児童と教職員、ＰＴＡ関係者などがみん
なで一緒に給食をいただきました。
　くじらの竜田揚げやお祝いケーキなど、水産加工会社の
ウサガワ㈲から無償で提供していただいた食材など21品
を、児童はみんなうれしそうに皿に取り分けていきました。
　ランチルームでの楽しい給食は、卒業前の６年生にとっ
て思い出のひとときとなりました。
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平
成
22
年
度
予
算
の
概
要

平
成
22
年
度
は
「
第
三
次
平
生
町
総
合
計
画
」
の
計
画
最
終
年
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
第
三

次
平
生
町
総
合
計
画
」の
進
捗
状
況
を
総
括
す
る
と
と
も
に
、次
期
の「
第
四
次
平
生
町
総
合
計
画
」

を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
財
政
構
造
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
。
ま

た
、
重
点
施
策
の
着
実
な
実
施
を
担
保
と
す
る
た
め
、
よ
り
一
層
の
経
費
削
減
に
努
め
、
町
民
の

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
反
映
し
た
効
率
的
・
効
果
的
な
予
算
編
成
を
目
標
と
し
て
、
平
成
22
年
度
の
テ

ー
マ
を
「
将
来
を
見
据
え
た
、
住
み
良
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
定
め
、
予
算
編
成
を

い
た
し
ま
し
た
。

個
人
町
民
税
は
景
気
低
迷
な
ど
に
よ
り
大
き
く
減
少
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
固
定
資
産
税
に

つ
い
て
は
、
増
設
さ
れ
た
風
力
発
電
設
備
６
基
分
の
賦
課
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
増
収
が
見
込
ま

れ
、
町
税
全
体
で
は
、
昨
年
度
と
比
較
し
て
０・
１
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
方
交
付
税

に
お
い
て
は
平
成
22
年
度
の
国
の
予
算
に
お
い
て
前
年
度
比
較
で
、
約
１
兆
円
増
加
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
本
町
の
地
方
交
付
税
に
お
い
て
も
前
年
度
比
較
で
約
１
億
円
の
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
実
質
的
な
交
付
税
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策
債
に
お
い
て
も
国
の
予
算
の
増
加
に
基
づ

き
、
５
６
０
０
万
円
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
前
年
度
と
同
様
に
財
源
不
足

を
補
う
た
め
の
基
金
か
ら
の
繰
入
に
頼
ら
な
い
予
算
の
編
成
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
国
の
平
成
21
年
度
２
次
補
正
予
算
に
よ
る
経
済
対
策
と
し
て
創
設
さ
れ
た
、「
地
域
活

性
化
・
き
め
細
か
な
臨
時
交
付
金
」
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、
平
成
21
年
度
３
月
補
正
で

１
億
１
５
０
万
５
千
円
の
単
独
事
業
を
予
算
計
上
し
、
平
成
22
年
度
予
算
と
一
体
的
な
編
成
を
行

い
、
切
れ
目
の
な
い
景
気
・
雇
用
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
予
算
は
以
下
の
よ
う
な
実
践
テ
ー
マ
に
よ
る
編
成
と
し
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
分
し

た
予
算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

・
町
民
と
協
働
に
よ
る
、
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

・
安
全･

安
心
な
ま
ち
づ
く
り

・
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

・
環
境
に
や
さ
し
い
、
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

・
健
全
化
財
政
の
推
進
に
よ
る
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

一
般
会
計
予
算
総
額
は
、
４
７
億
４
９
４
０
万
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
対
比
で
は
１・
４
％

の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
や
介
護
保
険
事
業
に
お
い
て
医
療
給
付
費
や
介

護
給
付
費
の
増
加
に
よ
り
予
算
規
模
は
増
加
し
て
お
り
、
特
別
会
計
全
体
で
は
前
年
度
当
初
予
算

対
比
で
２・
６
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
町
会
計
全
体
で
は
、
８
２
億
７
６
３
５
万
９
千
円

と
な
り
、
前
年
度
対
比
で
１・９
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
平
成
22
年
度
の
重
点
施
策
（
事
業
）
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。
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平
成
23
年
度
が
計
画
初
年
度
と

な
る「
第
四
次
平
生
町
総
合
計
画
」

を
策
定
し
ま
す
。

　
こ
の
計
画
で
は
、
将
来
、
私
た

ち
が
住
む
平
生
町
を
ど
の
よ
う
な

「
ま
ち
」
に
し
て
い
く
の
か
、
そ

の
た
め
に
は
何
を
ど
う
し
て
い
く

の
か
を
考
え
、
平
生
町
が
目
指
す

べ
き
目
標
と
方
向
を
ま
と
め
ま

す
。

　
総
合
計
画
審
議
会
や
ま
ち
づ
く

り
懇
談
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
積

極
的
に
皆
さ
ま
の
意
見
を
お
聞
き

し
て
い
き
ま
す
。

　
昨
年
11
月
に
実
施
し
た
「
自
治

会
活
動
等
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
」
の
結
果
や
行
政
協
力
員
か

ら
の
要
望
な
ど
を
受
け
て
、
こ
の

た
び
、
自
治
会
活
動
費
交
付
金
制

度
の
拡
充
を
図
る
こ
と
で
、
継
続

的
な
自
治
会
運
営
や
自
治
会
の
基

盤
強
化
・
自
治
会
活
動
の
促
進
に

対
し
て
支
援
を
行
い
ま
す
。

自
治
会
活
動
の
継
続
支
援

第
四
次

　
　

平
生
町
総
合
計
画
策
定

　
農
業
の
担
い
手
不
足
や
高
齢
化

に
よ
り
、
耕
作
さ
れ
な
く
な
っ
た

遊
休
農
地
を
体
験
農
園
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
遊
休
農

地
解
消
・
農
地
保
全
を
図
る
と
と

も
に
、野
菜
の
栽
培
を
通
じ
て
、栽

培
技
術
の
習
得
や
農
業
へ
の
理
解

と
関
心
を
深
め
て
も
ら
い
ま
す
。

ひ
ら
お
農
業
体
験
農
園
の

　
　
　
　
　
　
　

運
営
補
助

災
害
時
要
援
護
者
の
支
援

　
ひ
ら
お
特
産
品
セ
ン
タ
ー
か
ら

㈱
山
口
銀
行
平
生
支
店
ま
で
の
県

道
沿
い
や
町
内
４
カ
所
の
花
壇
に

花
を
植
栽
（
春
と
秋
の
年
２
回
）

す
る
こ
と
で
、住
ん
で
い
る
人
、町

を
訪
れ
る
人
に
「
う
る
お
い
」
や

「
や
す
ら
ぎ
」
の
感
じ
る
、
活
力
あ

る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
保
護
者
や
地
域
住
民
の
方
な
ど

の
意
見
を
反
映
し
、
地
域
に
開
か

れ
た
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
の
取
り
組
み
に
対
し
、
町

独
自
の
補
助
制
度
を
創
設
し
支
援

し
ま
す
。

フ
ラ
ワ
ー
ベ
ル
ト
整
備
事
業

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
推
進

　
火
災
時
の
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
被

害
を
防
止
す
る
た
め
、
災
害
時
要

援
護
者
世
帯
を
対
象
と
し
て
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
た
人

に
設
置
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
事
業

　
特
定
の
年
齢
に
達
し
た
女
性
に

対
し
て
、
子
宮
頸
が
ん
お
よ
び
乳

が
ん
に
関
す
る
検
診
手
帳
、
検
診

費
用
が
無
料
に
な
る
が
ん
検
診
無

料
ク
ー
ポ
ン
券
を
交
付
し
、
女
性

特
有
の
が
ん
検
診
に
お
け
る
受
診

を
促
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
が
ん
の
早
期
発
見
と
正

し
い
健
康
意
識
の
普
及
・
啓
発
を

行
い
、
健
康
保
持
お
よ
び
増
進
を

図
り
ま
す
。

学
校
施
設
の
耐
震
化
事
業

　
学
校
施
設
耐
震
化
推
進
計
画
に

基
づ
き
、
平
生
小
学
校
普
通
教
室

棟
（
第
３
校
舎
）
お
よ
び
佐
賀
小

学
校
特
別
教
室
棟
の
耐
震
改
修
に

必
要
な
基
礎
数
値
を
得
る
た
め
の

耐
震
２
次
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

防
災
メ
ー
ル
発
信
事
業

　
事
前
登
録
の
み
で
、
地
震
・
津

波
・
大
雨
な
ど
の
気
象
情
報
や
避

難
勧
告
な
ど
を
メ
ー
ル
で
お
知
ら

せ
す
る
住
民
向
け
の
防
災
メ
ー
ル

発
信
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
災
害

時
の
情
報
伝
達
手
段
を
増
や
し
ま

す
。

海
岸
保
全
施
設
整
備
事
業

　
佐
賀
漁
港
海
岸
、浜
田
地
区（
伊

保
木
～
小
森
）
に
お
い
て
、高
潮
、

津
波
な
ど
に
よ
る
災
害
か
ら
背
後

地
を
防
護
す
る
た
め
、
既
設
の
護

岸
を
高
く
す
る
護
岸
改
修
お
よ
び

離
岸
堤
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

１ 

町
民
と
協
働
に
よ
る
、

　
 　

　
　

元
気
な
ま
ち
づ
く
り

２ 

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

後
期
高
齢
者
の

人
間
ド
ッ
ク
費
用
助
成
事
業

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
施
行

に
よ
り
、
平
成
20
年
度
か
ら
廃
止

と
な
っ
て
い
た
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
に
対
す
る
人
間
ド
ッ
ク

の
費
用
助
成
に
つ
い
て
、
受
診
機

会
を
増
や
し
、
被
保
険
者
の
健
康

づ
く
り
に
活
か
す
た
め
、
人
間
ド

ッ
ク
の
費
用
助
成
を
実
施
し
ま

す
。（
県
内
で
は
、
平
生
町
と
萩

市
の
み
実
施
）

　
ま
た
、
繰
越
事
業
と
し
て
、
平

生
小
学
校
普
通
教
室
棟
の
改
築
お

よ
び
平
生
中
学
校
屋
内
運
動
場
の

耐
震
改
修
な
ど
に
引
き
続
き
取
り

組
み
ま
す
。

平生町の平成22年度予算が決まりました

事　業　名 金　額
太陽光発電システム等整備事業
単独土地改良事業
基幹農道整備事業
漁港海岸保全事業
漁村再生交付金事業
単独町道改良事業
単独河川改修事業
平生港港湾整備事業
単独下水路改修事業
小中学校改修事業
公民館改修事業
体育館改修事業
公共下水道整備事業

1,500万円
500万円
2,600万円

1億2,000万円
400万円
2,300万円
1,300万円
400万円
300万円
500万円
300万円
1,300万円

1億　200万円

◎主な建設事業
（百万円未満は切り捨て）
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未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

　
妊
婦
の
健
康
管
理
の
充
実
お
よ

び
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
妊
婦
健
康
診
査
は
引
き
続
き

公
費
負
担
回
数
を
14
回
と
し
、
安

心
し
て
妊
娠
・
出
産
が
で
き
る
体

制
を
確
保
し
ま
す
。

　
ま
た
、
県
外
医
療
機
関
で
の
里

帰
り
出
産
希
望
者
に
対
し
て
も
、

妊
婦
健
康
診
査
事
業

　
次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の

健
や
か
な
成
長
を
支
援
す
る
た

め
、
中
学
校
修
了
ま
で
の
子
ど
も

に
つ
い
て
、
１
人
に
つ
き
月
額

１
万
３
千
円
（
所
得
制
限
な
し
）

の
子
ど
も
手
当
を
、
子
ど
も
を
養

育
し
て
い
る
人
に
支
給
し
ま
す
。

子
ど
も
手
当
支
給
事
業

　

子
育
て
の
孤
立
化
を
防
ぐ
た

め
、
生
後
４
カ
月
ま
で
の
乳
児
の

い
る
す
べ
て
の
家
庭
を
訪
問
し
て

い
き
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
悩
み
を
聞

き
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る
必
要

な
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、

支
援
が
必
要
な
家
庭
に
対
し
て
は

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
結
び
つ

け
ま
す
。

乳
児
家
庭
訪
問
事
業

　
日
独
両
国
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
青
少
年
お
よ
び
指
導
者
の
相
互

交
流
に
よ
り
、
友
好
と
親
善
を
深

め
、
両
国
の
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に

１
９
７
４
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
事

業
で
、
本
年
度
、
山
口
県
で
は
平

生
町
が
引
き
受
け
と
な
り
、
４
泊

５
日
の
日
程
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
交
流
や
高
校
生
と
の
文
化
交
流

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
児
童
・
生
徒
の
学
力
向
上
対
策

の
一
環
と
し
て
、
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
（
対
象
：
小
学
校
６

学
力
調
査
の
実
施

環
境
に
や
さ
し
い
、
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

４
　
地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環
と
し

て
、
風
力
発
電
所
の
固
定
資
産
税

の
一
部
を
原
資
と
し
た
、「
平
生

町
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
基
金
」

を
創
設
し
、
そ
の
基
金
を
財
源
と

し
て
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
を
設
置
す
る
人
に
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　
　
　
　
　
　

設
置
費
補
助

　
本
町
を
含
む
こ
の
地
域
の
園
芸

産
地
育
成
を
目
的
に
、
イ
チ
ゴ
や

イ
チ
ジ
ク
な
ど
を
栽
培
す
る
園
芸

農
家
の
担
い
手
を
中
心
と
し
た
産

地
構
造
へ
の
改
革
を
推
進
す
る
た

め
に
、
栽
培
施
設
整
備
な
ど
へ
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

需
要
に
応
え
る

園
芸
産
地
構
造
改
革
の
推
進

　
農
業
生
産
者
の
高
齢
化
な
ど
で

耕
作
放
棄
地
が
増
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
中
山
間
地
域
に
お
け
る
水

源
涵
養
・
洪
水
防
止
な
ど
の
多
面

的
機
能
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
農
業
生
産
活
動
の

維
持
を
図
り
な
が
ら
、
多
面
的
機

能
の
確
保
を
目
的
に
継
続
し
て
取

り
組
み
ま
す
。(

第
３
期
対
策
：

平
成
22
～
26
年
度)

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制

度
交
付
金
事
業
の
継
続

　
河
川
や
海
域
な
ど
、
公
共
水
域

の
水
質
保
全
と
住
民
の
快
適
な
居

住
環
境
を
つ
く
り
だ
す
た
め
、
流

域
関
連
下
水
道
事
業
の
推
進
を
図

り
ま
す
。

　
ま
た
、
認
可
区
域
の
拡
大
に
伴

い
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
計

画
的
な
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業

３

日
独
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

交
流
事
業

　
町
内
全
域
に
お
い
て
年
々
増
加

し
て
い
る
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
有
害

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
な
ど
の
被
害

を
防
止
す
る
た
め
、
有
害
鳥
獣
捕

獲
隊
の
活
動
の
充
実
と
、
有
害
鳥

獣
捕
獲
者
の
育
成
を
行
い
ま
す
。

有
害
鳥
獣
捕
獲
対
策

里
帰
り
先
で
の
健
診
が
で
き
る
体

制
を
確
保
し
ま
す
。

年
・
中
学
校
３
年
）
お
よ
び
家
庭

と
一
体
と
な
っ
た
基
礎
・
基
本
の

定
着
を
図
る
た
め
の
学
力
診
断
調

査
（
対
象
：
小
学
校
５
年
・
中
学

校
２
年
）
に
取
り
組
み
ま
す
。



（構成比／前年度対比）

消防費
　2億6449万円
　（5.6％／19.7％）農林水産業費　3億4220万1000円（7.2％／△25.8％）

教育費　3億8015万円（8.0％／8.2％）

衛生費　3億3545万6000円（7.1％／7.3％）

土木費
　4億5631万7000円
　（9.6％／0.4％）

公債費
　7億4915万1000円
　（15.8％／1.3％）

地方消費税交付金　1億800万円（2.3％／△10.0％）
使用料及び手数料　6638万2000円（1.4％／△1.2％）

分担金及び負担金
　6529万6000円
　（1.4％／△13.1％）

その他
　8881万2000円
　（1.9％／△4.2％）

議会費
　6274万8000円
　（1.3％／2.6％）

その他
　4555万3000円
　（1.0％／6.0％）

地方譲与税
　5200万円
　（1.1％／△5.5％）

諸収入
　5947万6000円
　（1.3％／△55.1％）

県支出金　3億3582万2000円（7.1％／△14.4％）
国庫支出金　3億4525万2000円（7.3％／43.2％）

地方交付税
　19億3700万円
　（40.8％／5.9％）

町債
　3億8470万円
　（8.1％／4.2％）

町税
　13億666万円
　（27.5％／△0.1％）

諸支出金
　1億5154万6000円
　（3.2％／5.6％）

総務費
　6億2140万6000円
　（13.1％／△5.2％）

民生費
　13億4038万2000円
　（28.2％／8.2％）

（構成比／前年度対比）

消防費
　2億6449万円
　（5.6％／19.7％）農林水産業費　3億4220万1000円（7.2％／△25.8％）

教育費　3億8015万円（8.0％／8.2％）

衛生費　3億3545万6000円（7.1％／7.3％）

土木費
　4億5631万7000円
　（9.6％／0.4％）

公債費
　7億4915万1000円
　（15.8％／1.3％）

地方消費税交付金　1億800万円（2.3％／△10.0％）
使用料及び手数料　6638万2000円（1.4％／△1.2％）

分担金及び負担金
　6529万6000円
　（1.4％／△13.1％）

その他
　8881万2000円
　（1.7％／△4.2％）

議会費
　6274万8000円
　（1.3％／2.6％）

その他
　4555万3000円
　（0.9％／6.0％）

地方譲与税
　5200万円
　（1.1％／△5.5％）

諸収入
　5947万6000円
　（1.3％／△55.1％）

県支出金　3億3582万2000円（7.1％／△14.4％）
国庫支出金　3億4525万2000円（7.3％／43.2％）

地方交付税
　19億3700万円
　（40.8％／5.9％）

町債
　3億8470万円
　（8.1％／4.2％）

町税
　13億666万円
　（27.5％／△0.1％）

諸支出金
　1億5154万6000円
　（3.2％／5.6％）

総務費
　6億2140万6000円
　（13.1％／△5.2％）

民生費
　13億4038万2000円
　（28.2％／8.2％）

総額　47億4940万円総額　47億4940万円
歳入歳入

歳出歳出
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健
全
化
財
政
の
推
進
に
よ
る
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

５
　

町
税
な
ど
（
町
税
、
使
用
料
、

保
険
料
な
ど
）
を
納
期
限
内
に
納

め
ら
れ
た
人
と
の
公
平
性
を
保
つ

た
め
、
滞
納
者
に
対
し
て
は
、
生

活
実
態
を
把
握
し
た
適
切
な
滞
納

整
理
を
行
う
な
ど
、
徴
収
対
策
の

強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行

い
、
滞
納
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

適
正
・
公
平
な
徴
収

　
地
方
分
権
か
ら
、
地
域
の
こ
と

は
地
域
に
住
む
住
民
が
決
め
る

行
政
改
革
の
さ
ら
な
る
推
進

「
地
域
主
権
」
へ
の
移
行
が
進
む

状
況
に
お
い
て
、
健
全
な
財
政
運

営
の
も
と
、
質
の
高
い
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
と
簡
素
で
効
率
的
な

町
政
を
実
現
す
る
た
め
、
平
成
22

年
度
か
ら
26
年
度
ま
で
の
５
カ
年

を
計
画
期
間
と
す
る
「
第
五
次
平

生
町
行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

今
後
５
年
間
、「
効
率
的
な
行

政
運
営
」「
住
民
の
視
点
に
立
っ

た
行
政
運
営
」「
健
全
な
財
政
運

営
」「
人
材
育
成
の
推
進
」
を
基

本
方
針
と
し
、
行
政
改
革
に
取
り

組
み
ま
す
。

■平成22年度予算一般会計

平生町の平成22年度予算が決まりました

◎平成22年度各会計予算

会　計　区　分 平成22年度
予算額

平成21年度
予算額

増減率
（％）

（単位：千円）

一般会計 4,749,400 
3,526,959 
1,515,393 
63,468 

97 
630,416 

88 
84,695 
24,996 

1,017,995 
189,811 
8,276,359 

4,681,800 
3,438,451 
1,464,056 
53,844 
485 

664,032 
88 

75,629 
28,239 
974,673 
177,405 
8,120,251 

1.4 
2.6 
3.5 
17.9 

△80.0 
△5.1 
0.0 
12.0 

△11.5 
4.4 
7.0 
1.9 

特別会計
国民健康保険事業
簡易水道事業
老人医療事業
下水道事業
水産廃棄物処理事業
漁業集落環境整備事業
介護認定審査会事業
介護保険事業
後期高齢者医療事業
計

特
別
会
計
の
内
容
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■問合せ先　町役場町民課　保険年金班　　☎（５６）７１１３

　平生町では、国民健康保険および後期高齢者医療保険の加入者の皆さんのために、病気の早
期発見、早期治療を目的とした、半日人間ドックを実施します。（平成22年度より、後期高齢者
医療保険に加入している人もご利用できるようになりました。）
　この機会に健康状態をチェックし、毎日が元気で健やかに過ごせるよう、ご利用ください。
なお、自己負担額は３割です。

国民健康保険・後期高齢者医療保険の
人間ドックについて

◇対象者
　・平生町国民健康保険の加入者で、保険税の滞納がなく、年齢が30歳以上74歳以下で、今

年度に特定健診を受診されない人
　・平生町在住の山口県後期高齢者医療保険の加入者

●申込期限　12月28日㈫
●検査項目
　①測定（血圧・身長・体重・腹囲）
　②尿検査
　③血液検査
　④心電図検査
　⑤検便（潜血反応）
　⑥レントゲン検査（胸部・胃部）
　⑦超音波検査（腹部）
　⑧婦人科（希望者のみ、下表参照）
●受診指定病院
　周東総合病院
　平生クリニックセンター
　（各病院の混雑状況により、受診が困難な場合があります。）

●料金
　自己負担額（３割）：11,655円
　【婦人科含む自己負担額（３割）：12,705円～13,671円】

　※自己負担額は、検査当日、病院に直接お支払いください。
　　費用の７割は町で補助します。
　　ただし、①～⑧以外の検査を行う場合、別途実費料金となります。

●申込方法
　被保険者証、印章をご持参のうえ、町役場 町民課または佐賀出張所へお申し込みください。

※５月ごろ、平生町国民健康保険に加入する 40 ～ 74 歳で受診資格のある人および平生町に
おける山口県後期高齢者医療保険の加入者に、特定健診または健康診査の受診券を送付する
予定ですので、積極的な受診をお願いします。

　（事前に平成 22 年度の人間ドックの申し込みをされた場合は、受診券の送付はありません。）

◇お詫び　光市立大和総合病院については、３月 26 日発行の「平生町お知らせ版」にて受診指定病院として記載
していましたが、すでに平成 22 年度分の受診可能件数を超え、申し込みを受けられない状況になりました。利
用者のみなさまには何かとご迷惑をおかけしますことをお詫びいたします。
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後期高齢者医療制度加入のみなさまへ
●保険料率が改定されました
　平成22年度は保険料率の改定年です。保険料率は２年ごとに見直されることとなっており、今回決定さ
れた保険料率は原則として平成22・23年度の２年間の保険料率となります。

・所得割額を負担する人のうち、賦課のもととなる所得金額が 58 万円以下の人は所得割額が５割軽減され
ます。

・被扶養者であった人への特例措置
　　会社などで加入していた健康保険の扶養家族であった人は、所得割額は賦課されず、均等割額が９割

軽減されます。これまでの「加入した月から２年間」という規定はなくなり、平成 20 年から軽減がか
かっていた人も引き続き軽減されます。

■問合せ先　町役場町民課　保険年金班　　☎（５６）７１１３

平生小学校第１校舎の建築工事がはじまります

■問合せ先　町教育委員会学校教育課　☎（５６）６０８３

　平生小学校第１校舎は、昭和 41 年から多くの児童が学びの場として使ってきました。昨年 12 月には、
全校児童による「さよなら第１校舎集会」が行われ、思い出の校舎との別れを惜しみました。現在、校舎
は解体されて、４月からは基礎工事など本格的な建築工事がはじまり、平成 22 年度中に完成する予定です。
　新しい校舎は、児童の安全確保の観点から十分な耐震性を有するとともに、快適な学習環境の確保のため、
自然の採光、通風の取り入れに配慮する上、全室空調機を設置することとしています。内装は、温かみの
ある室内となるよう、木材を多く使う仕様としています。また、太陽光発電設備を設置し、環境に配慮し
た校舎となっています。

○施設概要
・構造　鉄筋コンクリート造２階建
・規模　２７１２．８２㎡
・諸室　普通教室、特別支援教室、理科室、

　特別活動室、ラウンジ
・設備　太陽光発電（20 キロワット）

●平成22年度の軽減措置について
・世帯の所得水準によって［均等割額（46,241 円）］が、次のとおり軽減されます。

世帯（同一世帯内の被保険者と世帯主）の総所得金額などが 軽減割合 軽減額

33万円（基礎控除額）+（35万円×世帯の被保険者数）を超えない世帯 ２割軽減 9,249 円

33万円（基礎控除額）+（24.5万円×世帯主を除く被保険者数）を超えない世帯 ５割軽減 23,121 円

33万円（基礎控除額）を超えない世帯
8.5割軽減

（平成21年度の
軽減率が継続）

39,305 円

うち、被保険者全員が年金収入80万円以下（その他各種所得がない） ９割軽減 41,617 円

◎保険料額＝［均等割額（46,241円）］＋［所得割額（保険料計算のもととなる所得額 ×8.73％）］

均等割額 47,272円

所得割率 8.71％

46,241円

8.73％

完成イメージ図
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今回供用開
始する区域
供用開始済
区域

※この地図は平成７
年４月現在の地図
を使用しています。

下
水
道
の
区
域
が
拡
大
し
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
次
の
区
域
に
つ
い
て
、
下
水
道
の
供
用
を
開
始
す
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴

い
、
新
た
な
供
用
開
始
区
域
の
人
は
、
４
月
１
日
以
降
、
排
水
設
備
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
下
水
道
を
使
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
下
水
道
は
道
路
や
公
園
な
ど
と

違
っ
て
、
限
ら
れ
た
区
域
内
の
人

し
か
利
用
で
き
な
い
た
め
、
そ
の

整
備
費
用
を
税
金
だ
け
で
ま
か
な

う
こ
と
は
、
税
負
担
の
公
平
を
欠

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
公
共
下
水
道
事
業
に

よ
っ
て
利
益
を
受
け
る
人
（
受
益

者
）
に
、
費
用
の
一
部
を
負
担
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
負
担
金
は
一
度
限
り

　
負
担
金
は
、
供
用
開
始
区
域
内

の
人
に
か
か
り
ま
す
が
、
毎
年
賦

課
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
一
度
限

り
の
も
の
で
す
。

◎
申
告
制
に
つ
い
て

　
負
担
金
は
、
間
違
い
な
く
運
用

す
る
た
め
に
申
告
制
に
な
っ
て
い

　
下
水
道
を
使
用
す
る
に
は
、
排

水
設
備
（
公
共
マ
ス
ま
で
の
宅
地

内
の
排
水
管
や
マ
ス
な
ど
）
を
設

置
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
く
み
取
り
便
所
は
水
洗

便
所
に
改
造
し
、
浄
化
槽
に
よ
る

水
洗
便
所
は
浄
化
槽
を
廃
止
し

て
、
下
水
道
に
つ
な
が
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
は
、
下
水
道
が
使
用
で

き
る
区
域
に
な
っ
た
日
か
ら
３
年

以
内
に
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
工
事
は
平
生

町
排
水
設
備
指
定
工
事
店
に
依
頼

し
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
く
み
取
り
便
所
の
水
洗

化
や
浄
化
槽
の
廃
止
な
ど
の
排
水

設
備
工
事
を
対
象
と
し
た
「
改
造

資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
」
を

設
け
て
い
ま
す
。
融
資
を
受
け
た

い
場
合
は
、
工
事
を
依
頼
す
る
際

に
指
定
工
事
店
に
伝
え
て
く
だ
さ

い
。

ま
す
。
対
象
と
な
ら
れ
る
人
に
は

申
告
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
内

容
を
確
認
の
う
え
期
限
ま
で
に
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
受
益
者
・
金
額
・
納
付
方
法

　
区
域
内
す
べ
て
の
土
地
が
対
象

と
な
り
ま
す
が
、
地
目
や
利
用
状

況
に
よ
り
徴
収
猶
予
や
減
免
の
措

置
が
あ
り
ま
す
。

　

負
担
金
額
は
１
㎡
あ
た
り

４
０
０
円
で
、
土
地
の
面
積
を
乗

じ
た
金
額
と
な
り
ま
す
。

　

負
担
金
の
納
付
に
つ
い
て
は
、

５
年
間
の
分
納
で
１
年
を
４
期
に

分
け
て
計
20
回
で
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。（
一
括
納
付
も
で
き
ま

す
）
ま
た
、
第
１
期
の
納
期
は
７

月
末
日
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先　
町
役
場
建
設
課　
☎
（
５
６
）
７
１
１
８

●
排
水
設
備
の
設
置

●
受
益
者
負
担
金



　

桜
が
季
節
の
舞
台
を
回
し
て
、

４
月
。
私
も
心
新
た
に
新
年
度
を

迎
え
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
平
成
23
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
す
る
『
第
四
次
平
生
町

総
合
計
画
』や「
地
域
福
祉
計
画
」

な
ど
、
町
政
運
営
の
基
本
指
針
を

決
定
し
て
い
く
大
変
重
要
な
年
に

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
新
年
度
予

算
は
、そ
の
目
指
す
テ
ー
マ
を“
将

来
を
見
据
え
た
、
住
み
良
さ
を
実

感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
”と
設
定
、

先
の
3
月
定
例
議
会
で
議
決
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
月
は
、

こ
の
予
算
が
話
題
で
す
。

　
ま
ず
、
今
回
は
、
国
の
政
策
転

換
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
復
元
措

置
や
、
景
気
対
策
を
主
眼
と
す
る

臨
時
交
付
金
の
配
分
に
加
え
、
本

町
の
風
力
発
電
所
増
設
に
よ
る
税

収
増
な
ど
が
大
き
く
寄
与
し
て
く

れ
ま
し
た
。
お
か
げ
で
虎
の
子
の

“
基
金
”
を
取
り
崩
す
こ
と
な
く

予
算
編
成
が
で
き
ま
し
た
。た
だ
、

国
、
地
方
を
通
じ
、
依
然
、
厳
し

い
財
政
状
況
に
変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。従
っ
て
、引
き
続
き
、町
は

こ
の
4
月
か
ら
「
第
五
次
平
生
町

行
政
改
革
大
綱
」
を
着
実
に
実
践

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
財
源
確
保
の
努
力
と

と
も
に
、町
独
自
の
施
策
と
し
て
、

　
一
方
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
で
は
、
現
在
、
平
生
小
、
平

生
中
の
学
校
耐
震
化
工
事
が
年
度

末
の
完
成
に
向
け
本
格
化
し
て
い

ま
す
。
他
の
学
校
施
設
の
耐
震
２

次
診
断
も
、
今
年
度
で
す
べ
て
完

了
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
夏
に
は
「
山
口
県
総

合
防
災
訓
練
」
を
本
町
で
開
催
、

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
町
民
の
健
康
保
持
の

た
め
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で

廃
止
さ
れ
た
“
人
間
ド
ッ
ク
”
の

費
用
助
成
を
再
開
し
ま
す
（
県
内

で
は
本
町
と
萩
市
だ
け
の
実
施
）。

ぜ
ひ
、
積
極
的
に
受
診
し
、
健
康

状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ

い
。

　
皆
さ
ん
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
支
え
合
い
、
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
社
会
を
目
指
し
、
私

も
全
力
を
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

No.99

平成22年４月号　広報ひらお９

町民課の
窓口延長サービス

●毎週金曜日、町民課の窓口は午後６時30分まで（年末年始、祝日を除く）
●交付できるもの：住民票の写し、戸籍謄抄本、印鑑登録証、印鑑証明書

　　　※戸籍について、古い戸籍（除籍・原戸籍）は除く

“
住
み
良
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
”

有害獣防除柵等
設置事業補助金交付

第四次平生町総合計画
審議会の委員を募集

■問合せ先
　　町役場経済課農林振興班
　　　☎（５６）７１１７

●補助金の額
　原材料費の２分の１
　（１戸あたりの限度額 20,000 円）

※補助金交付申請にあたり見積書や
トタン板、フェンスおよび電気柵
の設置図などが必要になります。

※今まで、この事業で補助金交付を
受けた人は申請できません。

　町では、イノシシやタヌキ、アナ
グマなど有害獣による農作物の被
害を防止するため、トタン板、フェ
ンスおよび電気柵を設置する農業
者に対し、補助金を交付します。

●募集期間　４月16日～５月10日
※詳しくは、４月９日発行のお知らせ
版、町役場、各公民館、図書館に備え
付けの募集要項（申込書）、町公式ホー
ムページをご覧ください。
　また、第四次平生町総合計画の策定
については、広報ひらお 平成21年９月
号に掲載しています。

　町では、「第四次平生町総合計画
（案）」を検討する審議会の委員を募
集します。
　平成23年度から計画期間が始ま
る「第四次平生町総合計画」は、「住
民の皆さんにとって住み良いまち」
を実現するためにつくるものです。
計画づくりの過程から住民の皆さん
が参加することによって、住民本位
のまちづくりを進めることができる
と考えられます。
　あなたの“力”をまちづくりに活
かしてみませんか。

■問合せ先
　　町役場総合政策課
　　　☎（５６）７１２０

こ
の
風
力
発
電
施
設
に
係
る
固
定

資
産
税
の
一
部
を
原
資
に
「
平
生

町
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
基
金
」

を
創
設
。
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
こ
れ
を

活
用
し
て
住
宅
用
の
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
設
置
者
に
そ
の
費
用
の

一
部
を
助
成
す
る
制
度
を
開
始
し

ま
し
た
。

大
規
模
な
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

町
民
総
参
加
で
、
防
災
意
識
の
さ

ら
な
る
向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

目
下
、「
地
域
福
祉
計
画
」
の

策
定
に
向
け
、
町
内
９
会
場
で
座

談
会
を
開
催
中
で
す
。
地
域
の
切

実
な
声
を
受
け
止
め
、
皆
さ
ん
と

の
協
働
作
業
に
よ
っ
て
課
題
解
決
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「防火くい」で火災予防

　春季全国火災予防運動の一環として、町内の各
幼稚園・保育園で組織している幼年消防クラブが、
２月 23 日から３月 10 日にかけて町内５カ所に防
火意識を啓発する「防火くい」を設置しました。
　柳井地区広域消防組合の消防士と園児たちは、
火災予防の願いを込め『消さないで　小さな命の
　帰る場所』と防火標語の書かれた「防火くい」
をみんなで協力して立てました。

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

△

田
名
公
民
館
ま
つ
り

　
（
３
月
21
日
）

△

中
央
児
童
館
ま
つ
り

　
（
３
月
20
日
）

各
地
区
の

お
ま
つ
り

　

男
女
共
同
参
画
『
川

柳
ま
た
は
一
行
詩
』
表

彰
式
が
行
わ
れ
た
後
、

田
布
施
町
の
「
百
姓
木

村
」
こ
と
木
村
節
郎
氏

を
講
師
に
「
お
話
レ
ス

ト
ラ
ン
」
と
題
さ
れ
た

講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

（『
川
柳
ま
た
は
一
行
詩
』

受
賞
作
品
は
広
報
ひ
ら

お
３
月
号
に
掲
載
）

　
２
月
28
日
、
平
生
町
「
ひ
ろ
げ
よ
う
男ひ
と
と
女ひ
と
」
連
絡
協

議
会
主
催
の
「
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
０
」

が
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
開
か
れ
ま
し
た
。

寄
贈 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

△

岩
本
会
長
を
囲
む
各
小
学
校
長
、

幼
稚
園
長
、
各
保
育
園
長
な
ど

△

ト
ラ
ッ
ク
協
会
柳
井
支
部
の

方
々
と
窓
原
平
生
小
校
長
、
難

波
佐
賀
小
校
長
、
高
木
教
育
長

郷
土
の
歴
史
を
学
ぶ

　
３
月
14
日
、
平
生
町
歴
史
民
俗
資
料
館
主
催
の
歴
史
講
座

「
消
え
る
地
名　

変
わ
る
地
名　

－

平
生
町
の
な
か
で

－

」

　３月18日、㈳山口県トラック協会柳井支部（藤
谷拾人支部長）から、小学校に入学する新入生に
対して黄色の雨傘が寄贈されました。
　また、同日、平生ライオンズクラブ（岩本ひろ
子会長）から、小学校に入学する新入生に物差し
が、また幼稚園・保育園に入園する新入園児に交
通安全の鈴付きワッペンが寄贈されました。

が
平
生
図
書
館
で
行
わ
れ
、

約
40
人
が
聴
講
に
訪
れ
ま
し

た
。

　
平
生
町
出
身
で
九
州
大
学

名
誉
教
授
の
東
定
宣
昌
氏
を

講
師
に
迎
え
、
平
生
町
の
な

か
で
も
消
え
て
し
ま
っ
た
り

変
わ
っ
た
り
し
た
地
名
な

ど
、
地
名
に
関
す
る
歴
史
に

つ
い
て
の
講
座
が
行
わ
れ
、

参
加
者
は
地
名
の
歴
史
と
と

も
に
郷
土
に
つ
い
て
学
ん
で

い
ま
し
た
。



全
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

自
慢
の
歌
声
を
披
露
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【平生町観光キャッチフレーズ】“キラメキの瀬戸の眺めにおいでませ　明日は歴史と会える町”

少
年
剣
道
大
会

　

３
月
14
日
、

第
35
回
平
生
少

年
剣
道
大
会
が

町
体
育
館
で
開

か
れ
、
近
隣
市

町
の
小
中
学
生

１
１
６
チ
ー
ム

約
４
０
０
人
が

参
加
し
ま
し

た
。
町
内
の
入

賞
は
次
の
と
お

り
で
す
。

卒業・卒園
おめでとう

宇佐木保育園（３月27日／６人）

平生小学校（３月19日／99人）

平生中学校（３月11日／110人）

佐賀保育園（３月27日／15人）

中
学
生
が
職
場
体
験

　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

ワ
ー
ク
」
は
、
町

内
外
11
業
種
49
カ

所
の
職
場
の
協
力

に
よ
り
行
わ
れ
、

生
徒
た
ち
は
職
員

か
ら
仕
事
の
指
導

を
受
け
、
地
域
の

人
と
の
交
流
も
深

め
な
が
ら
、
社
会

の
中
に
入
っ
て
貴

重
な
体
験
を
し
て

い
ま
し
た
。

　
平
生
中
２
年
生
が
町
内
外
の
事
業
所
な
ど
で
仕

事
を
体
験
す
る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
ワ
ー
ク
」
が
、
３

月
３
日
と
４
日
の
２
日
間
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

△

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
仕
分
け
に
挑
戦

△

左
か
ら
辻
さ
ん
、山
田
町
長
、福
本
さ
ん

佐賀小学校（３月19日／15人） つばさ保育園（３月20日／13人）

平生保育園（３月27日／19人）

　平生幼稚園　（３月24日／30人）

　

３
月
26
日
か
ら
京
都
府
で
行
わ
れ
る
第
10
回
全
日

本
中
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会
に
、
山
口
県

代
表
と
し
て
出
場
す
る
福
本
涼
香
さ
ん
（
大
野
南
／

　

町
内
各
老
人
ク

ラ
ブ
か
ら
集
ま
っ

た
参
加
者
43
人
は
、

ス
テ
ー
ジ
で
自
慢

の
歌
声
を
披
露
、

ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
合
間
に
は
舞

踊
な
ど
も
演
じ
ら

れ
、
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
内
外
で
交

流
を
深
め
て
い
ま

し
た
。

　

３
月
４
日
、
平
生
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
第
11
回

カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
佐
賀
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

柳
井
中
１
年
）、
辻

瑞
貴
さ
ん
（
宇
佐

木
／
柳
井
中
１
年
）

が
、
３
月
15
日
、
出

場
報
告
の
た
め
町
役

場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

福
本
さ
ん
は
シ
ン

グ
ル
ス
で
県
大
会
を

優
勝
、
辻
さ
ん
は
ダ

ブ
ル
ス
で
同
大
会
２

位
と
な
り
、
２
次
選

考
を
経
て
県
代
表
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

・
小
学
校
高
学
年
男
子
の
部
（
団
体
）

　
第
３
位　
平
生
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
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定
期
的
に
血
圧
測
定
を
し
ま
し
ょ
う

　
血
液
に
は
、
全
身
に
張
り
巡
ら

さ
れ
て
い
る
血
管
に
酸
素
と
栄
養

素
を
運
ぶ
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

血
液
が
順
調
に
流
れ
て
い
れ

ば
、
血
管
に
か
か
る
負
担
は
少
な

く
て
す
み
ま
す
が
、
血
管
に
か
か

る
圧
力
が
高
く
な
る
と
血
管
の
壁

は
傷
み
が
進
み
動
脈
硬
化
の
進
行

を
早
め
て
し
ま
い
ま
す
。
特
に
、

動
脈
硬
化
は
自
覚
症
状
が
少
な
い

た
め
、
進
行
す
る
と
脳
卒
中
や
心

臓
病
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
も
な

り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
血
液
を
全
身
に

送
り
出
す
ポ
ン
プ
の
役
割
を
し
て

い
る
心
臓
は
、
収
縮
と
拡
張
を
繰

り
返
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
に
血

管
に
か
か
る
圧
力
の
こ
と
を
収
縮

期
血
圧
（
最
高
血
圧
）、
拡
張
期

血
圧
（
最
低
血
圧
）
と
い
い
ま
す
。

　
血
圧
は
１
日
の
内
で
も
変
動
を

し
て
い
ま
す
の
で
、
１
回
の
測
定

だ
け
で“
血
圧
が
高
い
”と
か“
血

圧
が
低
い
”
と
判
断
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
血
圧
の
値
は
健
康
状

態
を
知
る
た
め
の
大
切
な
指
標
に

な
り
ま
す
。
家
庭
や
職
場
、
医
療

機
関
、
そ
の
他
血
圧
計
が
設
置
し

て
あ
る
場
所
で
定
期
的
に
測
り
、

記
録
を
し
て
い
く
こ
と
で
、
自
分

の
血
圧
の
変
動
の
傾
向
が
分
か

り
、
生
活
習
慣
を
見
直
す
き
っ
か

け
や
医
療
機
関
受
診
の
際
に
も
貴

重
な
情
報
に
な
り
ま
す
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
40
歳
以

上
の
人
に
対
し
て
、
血
圧
や
健
康

診
断
の
結
果
、
健
康
に
関
す
る
記

No.586

　簡単でかわいいおすしです ｡ 行楽弁当にいかが？
《材　料》　６人分

《作り方》

飾りずし

①たくあんとしば漬けはみじん切りにする。
②きゅうりは板ずりして、大きめのみじん切りにする。
③ B を合わせて薄焼き卵を作る。
④ご飯に A の合わせ酢を混ぜて半分に分ける。片方に

①を、もう片方には②とさけフレークをそれぞれ混
ぜ合わせる。

⑤③の薄焼き卵で④をそれぞれ巻き、上に桜の塩漬け
と菜の花を飾る。

米　　　　　　 ３カップ
　　酢　　　　 大さじ５
A 　砂糖　 大さじ２,1/2
　　塩　   小さじ１,1/2
た く あ ん　　 　　30ｇ
し ば 漬 け　　　 　20ｇ
きゅうり　　　 　1/2本

さけフレーク　   　30ｇ
　　卵　　　　　 　３個
　　砂糖　　 　小さじ２
　　塩　　　　 　   少々
　　水、片栗粉　各小さじ２
桜の塩漬け
菜の花

120 

130 

140 

160 

180 

110 100 90 85 80 ０ 〔mmHg〕

〔mmHg〕

■診察室血圧に基づく血圧の分類 

至適血圧 

拡張期血圧

収
縮
期
血
圧

正常血圧 
正常高値血圧 

Ⅱ度高血圧

Ⅲ度高血圧

Ⅰ度高血圧

０

125 

135 

85 80 

 

〔mmHg〕

〔mmHg〕

■家庭血圧に基づく血圧の分類 

拡張期血圧

※日本高血圧学会｢高血圧治療ガイドライン2009｣より

収
縮
期
血
圧

正 常 

降圧治療の対象 

録
を
記
入
で
き
る
健
康
手
帳
を
交

付
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
場
合

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
町
内
の
下
記
の
施
設
に

は
、
自
動
血
圧
計
を
設
置
し
て
い

ま
す
の
で
お
気
軽
に
測
定
を
さ
れ

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
平
生
町
保
健
セ
ン
タ
ー

　
☎
（
５
６
）
７
１
４
１

●血圧計を設置している施設
　平生町役場、佐賀公民館、
　中央公民館、大野公民館、
　曽根公民館、保健センター

Ｂ
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平生町生涯学習推進マスコット
「マナビット」

No.176
　
「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
か
ら
、

元
気
を
も
ら
え
た
。」

　
こ
れ
は
、
平
生
町
内
の
小
・
中

学
校
で
の
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た

方
の
感
想
で
す
。

　
本
町
で
は
、
地
域
の
方
々
に
学

校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

学
校
に
お
け
る
諸
活
動
に
対
し
て

様
々
な
支
援
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
地
域
全
体
で

学
校
を
支
え
る
体
制
を
つ
く
る
た

め
、
平
生
町
の
社
会
教
育
委
員
が

実
行
委
員
と
な
っ
て
、
文
部
科
学

省
の「
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
」

を
受
託
し
、
運
営
し
て
い
る
も
の

で
す
。
具
体
的
に
は
、
学
校
か

ら
の
依
頼
を
も
と
に
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
に
連

絡
し
、
都
合
が
つ
け
ば
参
加
し
て

い
た
だ
く
と
い
っ
た
方
法
で
行
っ

て
い
ま
す
。

　
活
動
内
容
は
、
授
業
に
お
い
て

先
生
の
指
導
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う

学
習
支
援
、
花
壇
整
備
や
草
刈
り

な
ど
の
環
境
支
援
、
登
下
校
の
見

守
り
を
行
う
安
全
支
援
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
い

た
だ
い
た
方
か
ら
は
、
作
業
の
達

成
感
や
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
う

こ
と
の
喜
び
の
声
を
聞
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
一
方
、
学
校
の
先
生

か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育

効
果
が
上
が
る
、
校
庭
や
校
舎
内

の
環
境
が
整
う
、
登
下
校
時
の
不

安
が
軽
減
す
る
と
い
っ
た
話
や
、

地
域
の
方
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
は
、

子
ど
も
た
ち
の
人
間
形
成
に
と
っ

て
意
義
深
い
と
い
う
話
も
あ
り
ま

し
た
。

　
今
年
度
は
、
中
学
校
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
一
緒
に
菊
を
育
て
る
活

動
も
計
画
し
て
い
ま
す
。「
で
き

る
人
が　
で
き
る
時
に　
で
き
る

事
だ
け　

無
理
な
く　

楽
し
く
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
す
す
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
地
域
の
み
な

さ
ん
、
気
軽
に
学
校
へ
出
か
け
て

み
ま
せ
ん
か
。
登
録
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先　

　
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
　
☎
（
５
６
）
６
０
８
３

《一般書》

《児童書》

カッコウの卵は誰のもの
東野　圭吾　著

夢曳き船
山本　一力　著

ナニカアル
桐野　夏生　著

逆境を生きる
城山　三郎  著

にこちゃんのママのて
あきやまただし　作・絵

さくらの下のさくらのクラス
宮川　ひろ　作

ふたりでおかいもの
いとうひろし　作

天草の霧
斉藤　 　洋　作

風の館の物語　４
あさのあつこ  作

ももこのまんねん日記
さくらももこ  著

　図書の一部を紹介します。

新着図書の紹介

休館日

図書館
だより

井 上 こ み ち 文（佼成出版社）

　「動物にも生きがいを持たせてあ
げたい」馬で往診する獣医師の、命
へのあたたかな
まなざし。淡路
島 で 働 く 獣 医
師・山崎博道さ
んと愛馬フラン
シスとのふれあ
いを描く。

平生図書館　☎（56）2310
【開館時間】午前９時〜午後５時15分

地
域
で
支
え
る
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔

　
     

～
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍
～

平
生
町
学
校
支
援
地
域
本
部　
実
行
委
員
会

☆こどもの読書週間　４月 23 日㈮〜５月 12 日㈬

「往診は馬にのって」

※４月23日は、「子ども読書の日」です。平生図書館では、４月16日から１カ月間「日本絵本賞」受賞作品の
展示および貸し出しを行いますのでご利用ください。

4月…19日㈪、26日㈪、29日（木／昭和の日）、 30日（金／月末整理日）　
5月…3日（月／憲法記念日）、4日（火／みどりの日）、5日（水／こどもの日）、６日（木／振替休日）、10日㈪

△平生小学校での種まきの様子

△平生中学校剪定作業の様子

△佐賀小学校調理実習の様子
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●期間
月 月日㈫～ 日㈭４６ ４ 15

☆道路を横断するときは、横断歩道を利用し、左右の安全
をしっかり確認しましょう。

☆車に乗ったら、全席・全員でシートベルトを着用しまし
ょう。

☆小さなお子さんには、チャイルドシートを正しく着用さ
せましょう。

☆バランスを崩しやすい自転車にとって、「傘をさしながら」
「携帯電話を使用しながら」「音楽を聴きながら」などの「～
ながら運転」は大変危険です。絶対にやめましょう。

☆飲酒運転は、絶対に許されない悪質・危険な犯罪行為です。
☆対向車線や道路外への「はみ出し事故」が多発しています。

ハンドルを握ったら、運転に集中しましょう。
☆４月10日は、全国一斉の「交通事故死ゼロを目指す日」

です。一人ひとりが交通ルールとマナーを守り、悲惨な
交通事故をなくしましょう。

春の全国交通安全運動に参加しましょう

（平成22年「交通安全年間スローガン」）

　新聞購読の訪問販売があり、今の新聞の契約期間が終わって
からならと思い契約しました。
　しかし、後になって今の新聞の契約期間と重複していること
に気付いたので解約したいのですが、可能でしょうか。

　無条件で契約を解除できるクーリング・オフの期間を過ぎる
と、一方的な理由での解約はできません。解約や契約条件の変
更について販売店と交渉しましょう。

　新聞の契約では、契約期間を思い違いして他の新聞と重複して契
約してしまったり、長期にわたる契約を中途解約しようとしてトラ
ブルとなる事例が多くあります。
　訪問販売による新聞購読の契約は、契約書面を受け取った日から
８日以内であればクーリング ･ オフの対象期間として無条件で解約
することができます。
　しかし、購読が後日に開始される契約をした場合、実際に新聞が
入り始めたときにはクーリング・オフの対象期間を過ぎていること
が多く、消費者が一方的に解約することはできません。解約には販
売店の承諾が必要ですし、違約金の支払いを求められることもあり
ます。
　トラブルを避けるためには、契約する前に現在の契約状況をよく
確認し、契約期間などが妥当か、慎重に検討することが大切です。

◆◇ワンポイント◇◆

新聞の購読契約トラブルについて

相　

談

ア
ド
バ
イ
ス

【交通安全標語】 そ の 電 話 　 運 転 席 で は 圏 外 で す  

●運動の重点
◇子どもと高齢者の交通事故防止
◇全ての座席のシートベルトとチャイ

ルドシートの正しい着用の徹底
◇自転車の安全利用の推進
◇飲酒運転の根絶
◇はみ出し事故の防止（地域重点）

「交通事故死ゼロを目指す日」
４月10日㈯
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〔ミュージックチャイムの曲名〕
　６：00　春の小川　　12：00　平生町の歌　　17：00　夕やけこやけ　　22：00　おぼろ月夜

柳井健康福祉センター相談日
　〔柳井市古開作／☎（２２）３６３１〕
●Ｂ・Ｃ型肝炎検査《要予約（前日まで）》
　５月12日㈬ 10：00～11：00
●骨髄バンク登録受付（検査）《要予約（前日まで）》
　５月12日㈬ ９：00～10：00
●発達クリニック（乳幼児）《要予約（１週間前まで）》
　５月13日㈭ 　13：00～16：00
●ＨＩＶ抗体検査・相談《要予約（前日まで）》
　※当日検査結果がわかります（１日５人限定）
　５月12日㈬ 14：00～16：00
●思春期・ストレス相談《要予約（前日まで）》
　４月23日㈮ 10：00～15：00
●心の健康相談《要予約（１週間前まで）》
　４月20日㈫ 13：00～14：00

休 日 や 平 日 夜 間 の 医 療 案 内

■柳井地域休日夜間応急診療所
　　　柳井市中央１丁目５番３号
　　　☎（２２）９００１（下記診療時間内）

◇診療は、あくまで応急的診療であり、専門的な診
療は受けられない場合があります。

山口県精神科
救急情報センター

☎ 0836（58）4455（24時間対応）
こころの救急電話相談

内容：精神病、うつ病など、こころの病気による混
乱した言動・ひきこもり・自殺願望など

受付時間
毎日 午後７時～10時

☎ #8000　または　☎083（921）2755（携帯電話も可）
内容：15歳未満の子どもの急患や疾病に関すること

小児救急電話相談

発生件数 死者
（人）

傷者
（人）人身 物損

管　内
平生町内

（２月）資料：平生警察署
月間交通事故発生状況

火　災 救急
建物 山林 その他

管　内
平生町内

（２月）資料：柳井地区広域消防組合
月間火災･救急発生状況

まちの人口
２月28日現在の住民
基本台帳記載人口。
（　）内は前月対比。

世帯数
人　口
うち男
　　女

5,497
13,112
6,233
6,879

世帯
人
人
人

(＋ 1 )
( ＋ 1 )
( ＋ 5 )
( － 4 )

25
3
146
23

0
0
29
3

1
0

0
0

2
0
251
22

●
異
動
（
４
月
１
日
付
）

◇
総
務
課

・
須
藤
彰
子
（
山
口
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
派
遣
）

・
山
本
順
一
（
税
務
課
）

◇
総
合
政
策
課

主
査

　
吉
本
敏
行
（
総
合
政
策
課
）

◇
町
民
課

・
兼
弘
玲
子
（
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
〔
曽
根
公
民
館
〕）

◇
健
康
福
祉
課

・
中
尾
玲
子
（
経
済
課
）

・
関
永
幸
枝
（
総
務
課
付
）

◇
経
済
課

主
査

　
田
中
寿
子
（
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
）

◇
建
設
課

徴
収
班
長

　
戎
谷
啓
二
（
建
設
課
）

主
査

　
冨
田
英
夫
（
建
設
課
）

・
金
井
貴
幸
（
田
布
施
・
平
生
水

道
企
業
団
出
向
）

・
中
原
稔
（
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
）

◇
徴
収
対
策
室

室
長
補
佐
（
兼
）

　
新
田
信
之（
税
務
課
課
長
補
佐
）

◇
佐
賀
出
張
所

所
長
兼
佐
賀
公
民
館
長

　
山
本
俊
明
（
田
布
施
・
平
生
水

道
企
業
団
出
向
）　

主
査

　
岡
村
節
子
（
佐
賀
出
張
所
）

◇
保
育
園

佐
賀
保
育
園
長

　
清
地
朱
実
（
平
生
保
育
園
）

平
生
保
育
園
主
査

　
池
岡
久
美
子
（
平
生
保
育
園
）

佐
賀
保
育
園
主
査

　
晝
田
君
恵
（
佐
賀
保
育
園
）

平
生
保
育
園

・
西
山
恵
子
（
佐
賀
保
育
園
）

●
教
育
委
員
会
異
動（
４
月
１
日
付
）

◇
学
校
教
育
課

・
中
村
武
央
（
建
設
課
）

◇
社
会
教
育
課

・
岡
村
香
緒
里（
社
会
教
育
課〔
中

央
公
民
館
〕）

▽
曽
根
公
民
館

主
査

　
舛
田
美
智
子
（
町
民
課
）

▽
中
央
公
民
館

・
加
村
直
子
（
総
務
課
）

●
出
向
（
４
月
１
日
付
）

◇
田
布
施
・
平
生
水
道
企
業
団

課
長

　
池
内
昇
（
建
設
課
課
長
補
佐
兼

徴
収
班
長
）

課
長
補
佐

　
安
村
昌
己
（
田
布
施
・
平
生
水

道
企
業
団
）

・
吉
村
浩
志
（
総
務
課
）

●
採
用
（
４
月
１
日
付
）

　
建
設
課　
田
中
裕

　
健
康
福
祉
課　
田
代
祐
子

　
税
務
課　
幸
谷
太
平

●
退
職
（
３
月
31
日
付
）

　
村
上
勲
（
佐
賀
出
張
所
長
兼
佐

賀
公
民
館
長
）

　
門
脇
由
紀
子（
佐
賀
保
育
園
長
）

　
西
山
正
子
（
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
〔
図
書
館
〕）

　
永
岡
秀
樹
（
徴
収
対
策
室
室
長

補
佐
）

　
岡
田
恵
子
（
平
生
保
育
園
）

　
生
田
恵
美
子（
宇
佐
木
保
育
園
）

町
役
場
職
員
人
事
異
動

（　
）
内
は
旧
所
属
〔
・
の
職
員
は
、

課
（
室
）
お
よ
び
園
勤
務
〕



講
座
・
講
習
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試
験
・
募
集

＜ 以下は広告欄です ＞

　広報ひらおでは、広告掲載事業による有料広告を掲載しています。

緊
急
雇
用
・
便
利
屋
さ
ん

を
募
集
し
ま
す

　

効
率
的
な
業
務
を
推
進
す
る
た

め
、
突
発
的
な
小
修
繕
な
ど
に
対
応

し
て
い
た
だ
け
る
「
便
利
屋
さ
ん
」

制
度
を
行
っ
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
な

技
術
を
お
持
ち
の
人
に
ご
活
躍
い
た

だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
年
度

に
お
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
こ
の

制
度
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

「
便
利
屋
さ
ん
」を
募
集
し
ま
す
。（
こ

れ
ま
で
に
登
録
申
請
さ
れ
て
い
る
人

に
あ
っ
て
は
、
申
し
込
み
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。）

●
応
募
資
格
者
（
対
象
者
）

　
お
お
む
ね
65
歳
ま
で
の
町
内
在
住

者
で
、
次
に
掲
げ
る
業
務
が
で
き
る

人
（
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
）

●
業
務
の
区
分　
大
工
・
左
官
・
塗

装
・
溶
接
・
板
金
・
草
刈
・
剪
定
（
せ

ん
て
い
）・
運
搬
・
運
転
・
調
査
・

清
掃
・
筆
耕
（
ひ
っ
こ
う
）
な
ど

●
勤
務
時
間
帯
な
ど

　
業
務
に
よ
っ
て
、
町
が
指
定
す
る

時
間
（
お
お
む
ね
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
の
間
）

　
勤
務
日
数
は
、
発
注
す
る
業
務
内

容
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

●
勤
務
場
所　
町
内
（
自
動
車
の
運

転
な
ど
に
あ
っ
て
は
、
目
的
地
ま
で

の
往
復
と
な
り
ま
す
）

●
報
酬
な
ど　
１
日
８
８
０
０
円
以

内
で
、
業
務
ご
と
に
別
に
定
め
る
金

額
を
毎
月
末
で
締
め
て
、
翌
月
10
日

に
支
払
い
ま
す
。

●
申
込
方
法

　
町
役
場
総
務
課
ま
た
は
佐
賀
出
張

所
に
備
え
付
け
の
申
込
書
（
履
歴
書

兼
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
４

月
23
日
㈮
ま
で
に
備
え
付
け
の
場
所

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
町
役
場
総
務
課

　
☎
（
５
６
）
７
１
１
１

山
口
県
職
員
採
用
試
験

技
能
向
上
訓
練

●
試
験
区
分
お
よ
び
受
験
資
格
（
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

①
大
学
卒
業
程
度
試
験
：
昭
和
56
年

４
月
２
日
～
平
成
元
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
人

②
社
会
人
経
験
者
等
採
用
試
験
：
昭

和
46
年
４
月
２
日
～
昭
和
56
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
人

③
短
大
卒
業
程
度
試
験
：
昭
和
60
年

４
月
２
日
～
平
成
３
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
人

④
高
校
卒
業
程
度
試
験
：
平
成
元
年

４
月
２
日
～
平
成
５
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
人

⑤
保
健
師
採
用
試
験
：
昭
和
56
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

⑥
警
察
官
（
男
性
）（
Ａ
）
試
験
（
第

１
回
）
：
昭
和
52
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人

⑦
同（
男
性
）（
Ａ
）試
験（
第
２
回
）：

同
右

⑧
同
（
女
性
）（
Ａ
）
試
験
：
同
右

⑨
同
（
男
性
）（
Ｂ
）
試
験
：
昭
和

52
年
４
月
２
日
～
平
成
５
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
人

⑩
同
（
女
性
）（
Ｂ
）
試
験
：
同
右

⑪
身
体
障
害
者
採
用
選
考
：
昭
和
56

年
４
月
２
日
～
平
成
５
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
人

●
受
付
期
間
（
第
１
次
試
験
日
）

①
②
⑤
５
月
11
日
㈫
～
６
月
４
日
㈮

（
６
月
27
日
㈰
）

③
④
７
月
６
日
㈫
～
８
月
27
日
㈮

（
９
月
26
日
㈰
）

⑥
４
月
16
日
㈮
ま
で（
５
月
９
日
㈰
）

⑦
⑧
５
月
11
日
㈫
～
６
月
11
日
㈮

（
７
月
11
日
㈰
）

⑨
⑩
７
月
６
日
㈫
～
８
月
27
日
㈮

（
９
月
19
日
㈰
）

⑪
７
月
６
日
㈫
～
９
月
３
日
㈮
（
10

月
３
日
㈰
）

■
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

　
山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
８
３
（
９
３
３
）
４
４
７
４

　

http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/
cms/a33000/shiken/saiyo-joho.html

◇
「
パ
ソ
コ
ン
・
ワ
ー
ド
（
初
級
）」

講
習
（
定
員
18
人
）

●
日
時　
５
月
15
、
16
、
22
日　
午

前
９
時
～
午
後
４
時

●
内
容　
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
（
ワ
ー

ド
）
を
使
用
し
、
基
本
的
な
文
章
作

成
、
編
集
お
よ
び
印
刷
ま
で
の
基
本

操
作
を
習
得
す
る
。

●
受
講
資
格　
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
文

字
入
力
が
で
き
る
人
。

●
受
講
料　
８
０
０
０
円

◇
「
パ
ソ
コ
ン
・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

（
初
級
）」
講
習
（
定
員
18
人
）

●
日
時　
５
月
29
、
30
日　
午
前
９

時
～
午
後
４
時

●
内
容　
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
よ
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
作
成
の
基
本

操
作
を
習
得
す
る

●
受
講
資
格　
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

作
が
で
き
る
人
。

●
受
講
料　
７
０
０
０
円

◇
「
第
２
種
電
気
工
事
士
（
筆
記
試

験
対
策
）」
講
習
（
定
員
30
人
）

●
日
時　
５
月
10
～
14
、
17
～
21
日

　
午
後
６
時
～
９
時

●
内
容　
国
家
試
験
第
２
種
電
気
工

事
士
の
筆
記
試
験
受
験
対
策
講
習

●
受
講
料　
１
０
０
０
０
円

◇
「
第
２
種
電
気
工
事
士
（
技
能
試

験
対
策
）」
筆
記
試
験
免
除
者
対
象

講
習
（
定
員
10
人
）

●
日
時　
５
月
12
～
14
日
、
17
～
19

日　
午
後
６
時
～
９
時

●
内
容　
国
家
試
験
第
２
種
電
気
工

事
士
の
技
能
試
験
受
験
対
策
講
習

●
受
講
料　
１
５
０
０
０
円

※
共
通
受
講
資
格　
在
職
中
で
、
現

在
の
職
務
能
力
の
向
上
を
図
り
た
い

人
、
仕
事
に
必
要
な
新
し
い
技
術
・

知
識
を
身
に
つ
け
た
い
人
。
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＜ 以下は広告欄です ＞

お
知
ら
せ

相
　
　
談

就
学
援
助
費
の
ご
案
内

　
小･

中
学
生
の
い
る
ご
家
庭
で
経

済
的
理
由
に
よ
り
就
学
支
援
が
必
要

な
場
合
、
学
用
品
費
や
給
食
費
、
修

学
旅
行
の
費
用
な
ど
の
一
部
助
成
を

し
て
い
ま
す
。

　
希
望
さ
れ
る
人
は
、
交
付
申
請
書

（
町
教
育
委
員
会
に
備
え
付
け
の
様

多
重
債
務
で
お
悩
み
の
人
に

憲
法
週
間
記
念
無
料
法
律
相
談

●
日
時　
５
月
19
日
㈬　
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分
（
受
付　
午
後
１

時
30
分
～
３
時
）

●
場
所　
山
口
地
方
・
家
庭
裁
判
所

岩
国
支
部
（
岩
国
市
錦
見
１
丁
目
）

●
相
談
内
容　
金
銭
、
不
動
産
、
家

庭
関
係
な
ど
の
法
律
上
の
問
題

●
相
談
担
当
者　
山
口
県
弁
護
士
会

（
岩
国
地
区
会
）
所
属
の
弁
護
士

■
問
合
せ
先

　
山
口
地
方
・
家
庭
裁
判
所
岩
国
支
部

　
☎
０
８
２
７
（
４
１
）
０
１
６
１

　
中
国
財
務
局
に
は
、
借
金
を
抱
え

悩
ん
で
い
る
人
の
た
め
の
無
料
相
談

窓
口
が
あ
り
ま
す
。
多
重
債
務
問
題

は
必
ず
解
決
で
き
る
問
題
で
す
。
悩

ま
ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
、
年

末
年
始
を
除
く
）午
前
９
時
～
12
時
、

午
後
１
時
～
５
時

■
問
合
せ
先

　
中
国
財
務
局
財
務
広
報
相
談
室
内

多
重
債
務
相
談
窓
口

　
☎
０
８
２
（
２
２
１
）
９
２
０
６

や
ま
ぐ
ち
森
林
づ
く
り
県
民
税

（
第
２
期
）
ス
タ
ー
ト
！

障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
自
動
車

税
等
の
減
免
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　
平
成
17
年
度
よ
り
導
入
さ
れ
て
い

る「
や
ま
ぐ
ち
森
林
づ
く
り
県
民
税
」

が
継
続
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
の
５
年
間
で
、

荒
廃
し
た
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
林
の
再
生

や
繁
茂
し
た
竹
林
の
整
備
を
引
き
続

き
行
い
ま
す
。

  

ま
た
、
新
た
に
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
へ
の
支
援
を
行
う
事
業
な
ど

が
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
山
口
県
岩
国
農
林
事
務
所
森
林
部 

（
柳
井
農
林
事
務
所
兼
務
）

　
☎
０
８
２
７
（
２
９
）
１
５
６
７

　
４
月
１
日
か
ら
、
身
体
な
ど
に
障

害
の
あ
る
人
に
対
す
る
自
動
車
取
得

税
・
自
動
車
税
の
減
免
制
度
の
一
部

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

●
減
免
額
に
上
限
を
設
定

　

自
動
車
取
得
税
→
課
税
標
準
額

３
０
０
万
円

　
自
動
車
税
→
年
税
額
4
万
5
千
円

●
自
動
車
税
月
割
減
免
制
度
を
創
設

　
新
た
に
減
免
の
要
件
を
満
た
し
た

場
合
、
申
請
の
翌
月
か
ら
月
割
で
減

免
し
ま
す
。

●
減
免
対
象
と
な
る
自
動
車
を
拡
充

　
生
計
を
同
一
に
す
る
人
が
所
有
す

る
自
動
車
も
減
免
対
象
と
な
り
ま
す

（
障
害
者
1
人
に
つ
き
1
台
）

◆
新
た
に
申
請
手
続
を
す
る
際
に
必

要
な
書
類
を
変
更

安
全
衛
生
講
習
会

◇
床
上
操
作
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能

講
習

●
日
程
（
場
所
）　
学
科　
５
月
17
、

18
日
（
ホ
テ
ル
松
原
屋
）
／
実
技　

５
月
19
～
25
日
の
内
１
日
（
山
口
県

東
部
高
等
産
業
技
術
学
校
）

◇
フ
ォ
―
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習

●
日
程
（
場
所
）　

学
科　

５
月
10

日
（
ホ
テ
ル
松
原
屋
）
／
実
技　
５

月
12
～
22
日
の
内
３
日
（
下
松
市　

Ｋ
Ｙ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
㈱
玉
鶴
工
場
）

◇
ク
レ
ー
ン
運
転
業
務
特
別
教
育

●
日
程（
場
所
）　
５
月
15
、16
日（
山

口
県
東
部
高
等
産
業
技
術
学
校
）

◇
研
削
と
い
し
取
替
え
等
業
務
特
別

教
育

●
日
程
（
場
所
）　

５
月
22
日
（
山

口
県
東
部
高
等
産
業
技
術
学
校
）

■
問
合
せ
先

　
㈳
山
口
県
労
働
基
準
協
会
下
松
支
部

　
☎
０
８
３
３
（
４
１
）
３
５
１
０

■
実
施
場
所
お
よ
び
問
合
せ
先

　
山
口
県
東
部
高
等
産
業
技
術
学
校

　
☎
０
８
３
４
（
２
８
）
２
２
３
３

式
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

５
月
31
日
㈪
ま
で
に
町
教
育
委
員
会

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
平
成
22
年
度
は
、
助
成
対
象
世
帯

の
収
入
（
所
得
）
上
限
額
が
次
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
留
意
く

だ
さ
い
。

《
該
当
者　

例
》
４
人
世
帯
で
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
家
庭
の
場
合〔
父（
41
歳
）・

母（
36
歳
）・第
１
子（
中
２・13
歳
）・

第
２
子（
小
５・10
歳
）の
４
人
世
帯
〕

○
平
成
22
年
度

　

１
カ
月
生
活
費
（
国
基
準
に
よ

る
）
×
１・２
×
12
カ
月
分
を
基
準

※
給
与
収
入
額
約
４
２
９
万
５
千
円

（
所
得
金
額
約
２
８
９
万
３
千
円
）

以
下
の
場
合
が
該
当
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
☎
（
５
６
）
６
０
８
３

　
従
来
、
市
町
が
発
行
し
て
い
た
生

計
同
一
証
明
等
に
代
え
、
必
要
な
書

類
を
直
接
県
税
事
務
所
に
提
出
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
柳
井
県
税
事
務
所

　
☎
（
２
３
）
２
１
２
１

葬
祭
費
の
支
給
申
請
に
つ
い
て

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険

者
が
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
場

合
、
そ
の
葬
祭
を
行
わ
れ
た
人
に
対

し
、
申
請
に
よ
り
5
万
円
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
人
で
、
申
請
を
行
わ

れ
て
い
な
い
人
は
、
町
役
場
町
民
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
葬
祭
を
行
わ
れ
た
翌
日
か

ら
2
年
を
経
過
し
ま
す
と
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者
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療
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連
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☎
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（
９
２
１
）
７
１
１
３
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平生町民憲章
　わたくしたち　平生町民は、ふるさとの美しい自然と歴史をうけつ
ぎ、明るく住みよいまちづくりを目指して、次のことに努めます。
　わたくしたち　平生町民は
1　自然を大切にし　環境をととのえ　美しいまちをつくります
1　スポーツに親しみ　きまりを守り　健やかなまちをつくります
1　思いやりと　感謝の心をもち　温かいまちをつくります
1　勤労をとうとび　活力にみちた　豊かなまちをつくります
1　文化を創造し　若い力を育て　伸びゆくまちをつくります　

「広報ひらお」は、環境に配慮した再生紙を使用しています。
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ル
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家
庭
の
ル
ー
ル

(日)

(月)

(土)

(火)

(水)

(月)

(火)

(水)

(木)

(日)

(土)

(土)

(金)

(木)

(金)

(土)

(日)

(日)

(月)

(月)

(金)

(金)

(土)

(金)

(木)

(水)

(火)

(木)

(水)

(火)

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

28

29

27

26

25

24

23

22

20

19

18

16

17

21

30

昭和の日

憲法記念日

みどりの日

こどもの日

※予定表ですので、日時・場所の変更がある場合もあります。

４　　月 ５　　月

あすなろ会<介護者家族の会>（13：00／ふれあいまちづくりセンター〈あいあむ〉）

もの忘れ相談（13：30／ふれあいまちづくりセンター〈あいあむ〉）

平生町戦没者追悼式（10：00／武道館）

母親学級（10：00／保健センター）

保健センター開放日（9：30）
おかあさんといっしょ〈絵本の読み聞かせ〉(10：00／保健センター）

育児学級〈大野・曽根・佐賀地区〉（10：00／保健センター）

育児学級〈平生地区〉（10：00／保健センター）

こころの健康相談・いこいの場（13：30／保健センター）
マロニエ会（９：３０／保健センター）

１歳６か月児健康診査（13：30／保健センター）

予防接種〈ポリオ〉（13：30／保健センター）

おはなし会（14：00／平生図書館）

おはなし会（14：00／平生図書館）
古文書輪読会（９：45／平生図書館）

古文書輪読会（９：45／平生図書館）

朗読ボランティアつゆくさの会（10：00／平生図書館）

おひざにだっこの会（10：30／平生図書館）

ひらお読書会（13：30／平生図書館）

体育館開放日（午前中）

体育館開放日（午前中）

体育館開放日（午前中）

体育館開放日（午前中）

平生町スポーツ少年団大会（9：00／町体育館）

歩け歩け大会（9：30/平生小学校～ハートランドひらお
　　　　　　　　　　 スポーツレクリエーション公園）

自然体験学習（９：00／大野公民館）

親しみトーク【町長と語る日】（18：00／町役場町長室）

人権行政相談（10：00／町役場本庁、13：00／佐賀公民館）


